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Initiation Leçon5-1 （入門 5-1） 

Règle de grammaire N°1 le nom et l’article.                                 

（フランス語の基本ルール 名詞と冠詞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章は、文法項目が多く、読み物が中心です。 

レッスン前に文法項目は理解しておき、レッスンでは、

講師と一緒に発音練習しながら、覚えることに重点を

置くと効率よく学習できます。 

 

 



Copyright©Frantière All rights reserved 

Partie１ ～Le nom（名詞）～ 
これからフランス語を学習していくうえで、知っておきたいフランス語の基本的なルールを学習します。 

フランス語の名詞は、数（単数、複数）と性（男性、女性）を持っています。 

講師に続いて繰り返し練習してみましょう。 

名詞の性（Genres de noms） 

フランス語のすべての名詞は、男性名詞と女性名詞に分かれます。名詞の性により所有格などの活用形が

異なったり、単語の意味が異なったりするものもあるので、覚える必要があります。 

男性名詞(le nom masculine)は（m.）、女性名詞(le nom féminin)は（f.）と記されます。 

1 もともと性別を持たない“物”の女性・男性の区別はルールがありません。単語と一緒にその性別も覚えて

いくしかありません。単語を冠詞と一緒に覚えるといいでしょう。 

2 原則、性を持っている人や動物を表す名詞は、その性に従います。 

例： ★1 garçon（少年）（m.）、★2 fille（少女）（f.）、★3 père（父）（m.）、★4 mère（母）（f.） 

3 人、動物を表す名詞は語末を変えることで女性形になります。 

   原則的には、語末に-eを付けると女性形になりますが、いくつかの例外があります。 

 （この変化のルールは、この後学習していく形容詞の性数変化においても適用されます。） 

原則的には、語末に-eを付けると女性形になります。 

例：★5 ami（男友達）（m.）⇔★6 amie（女友達）（f.） 

★7 étudiant（男子学生）（m.）⇔★8 étudiante（女子学生）（f.） 

★9 Français（フランス人男性）（m.）⇔★10 Française（フランス人女性）（f.） 

◆名詞の語末が-erの場合、女性形の語末は-ère となります。 

例：★11 écolier（男子小学生）（m.）⇔★12 écolière（女子小学生）（f.） 

★13 cuisinier（男性の料理人）（m.）⇔★14 cuisinière（女性の料理人）（f.） 

◆名詞の語末が-en、-on、-elの場合、女性形の語末は-enne、－onne、-elle となります。 

例：★15 musicien（男性の音楽家）（m.）⇔★16 musicienne（女性の音楽家）（f.） 

◆名詞の語末が-eurの場合、女性形の語末は-euse、-rice となります。 

例：★17 serveur（ウェイター）（m.）⇔★18 serveuse（ウェイトレス）（f.） 

★19 danseur（男性ダンサー）（m.）⇔★20 danseuse（女性ダンサー）（f.） 

★21 acteur（俳優）（m.）⇔★22 actrice（女優）（f.） 

◆元の単語の語末が eの場合、男性形と女性形は同じです。 

例：★23 artiste（芸術家）（m.）⇔★24 artiste（芸術家）（f.） 

★25 concierge（管理人、コンシェルジュ）（m.）⇔★26 concierge（管理人、コンシェルジュ）（f.） 
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名詞の数 (pluriels des noms） 

英語と同様、可算名詞（1つ、2 つ、と数を数えられる名詞）は単数形と複数形を使い分ける必要があり、不可

算名詞（個数の概念がなく、数えられない名詞）は単数形のみで表します。 

（語末変化のルールは、この後学習していく形容詞の性数変化においても適用されます。） 

原則的には、語末に-sを付けると複数形になります。この sは発音されません。 

例：★27 garçon（少年） →★28  garçons（少年たち） 

◆単数形の語末が‐s、‐x、‐zの場合は、そのままの形で複数形です。 

例：★29 fils（息子） →★30 fils（息子たち） 

◆単数形の語末が‐eu、‐au、‐eauの場合は、xをつけます。 

例：★31 gâteau（お菓子） →★32 gâteaux（いくつかのお菓子） 

  ★33 neveu（甥） →★34 neveux（甥たち） 

◆単数形の語末が‐alの場合は、‐aux となります。 

例：★35 journal（新聞） →★36  journaux（いくつかの新聞） 

◆一部、不規則な複数形があります。 

例：★37 œil（片方だけの目）→ ★38 yeux （両目） 

 

 

 

 


